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【取り組み内容】 

 初心者向けに販売されている電子工作キットのほとんどがブレッドボードの配線を要したり、実際に使用で

きるような部品があまり含まれていなかったりするため、より実践的に学習でき、その後様々なアイディア創

作のために活用可能なものづくりキットを開発し、販売することを目的とする。 

ものづくりキットに使用するマイコンは、python で簡単にプログラミングができ、また Wi-Fi の接続も可

能で IoT の開発も始めやすい Raspberry Pi Pico W とする。マイコンに接続するモータなどのアクチュエータ

類と 9軸センサなどのセンサ類を、簡単に接続することが可能な基板を設計し、スポンサー企業である

PCBWay に発注した。 

コンテストは上記内容の試作キットを 5キット分用意し、参加者を 3グループに分けてキットを貸し、マイ

コンや IoT の学習と、アイディアをカタチにするものづくりを行った。参加者は多学科に渡る１０名ほどで、

IoT を学習する期間と実際にモノづくりを行う期間をそれぞれ 3月ずつ用意し、2023 年の 8月から Kariya 

Micro Maker Faire がある 3月までの約半年間、特に夏休みを中心に起業家工房と実験室にて週一回のペース

で行った。 

 

【成果】 

 IoT アイディアものづくりキットの試作として、Turtle Pico Kit を開発した。Turtle Pico Kit に使用して

いる自作の開発ボードは、Turtle Pico v0.0 として開発。デュアル DC モータードライバー、BLDC やサーボモ

ーターの制御に対応。その他にも PCM5102 使用の DAC によるオーディオ出力、LED 用のオープンコレクター出

力、PC との USB-TypeC での接続、MicroSD カードのストレージ、加速度、温湿度、超音波などのセンサー、2

つのスイッチ入力に対応し、多機能なボードとして開発。しかしサイズが大きかったり、USB の TypeCtoC ケー

ブルが使えないなどの不具合がコンテストで使用中に発覚した。それらを改良し、実際に販売をできるモデル

として、v1.0 にアップデートしたことにより、サイズは幅が 2/3 まで小型化し、CtoC ケーブルにも対応でき

たが、残す課題は多くあるため、もう少しアップデートの期間を設け、今後実際の販売を目指す。 

 新しい v1.0 のボードは表面実装部品を多く使用しており、起業家工房のリフロー炉ではんだ付けすること

で製作時間をおよそ半分近くまで削減することに成功している。キットは 3月に行われる Kariya Micro Maker 

Faire で出展予定であり、製品化にはまだ及ばないものの、最新バージョンとともに IoT アイディアものづく

りキットのお披露目をすることが可能である。 


